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f1(x1, · · · , xm) = 0
...
fm(x1, · · · , xm) = 0
の与えられたm次元超直方体領域
X(0) = (X(0)1 , · · · , X(0)m )T
　　　　 = ([X(0)1 , X
(0)



































































































2 − 1 = 0
x1 − x2 = 0




2 − 1 = 0
x1 − 10x2 = 0
探索領域 x1 = [−10, 10], x2 = [−1, 1]
例えば上記二問は実質的に同じ問題である。下の問
題は上の問題の x2 の係数を 10倍して探索領域を
1
10 倍にしている。幾何的にいえば、下の問題は上
の問題を x2の方向について縮めたものである。し
かしながら、全解探索を行うとその効率に差が生じ
ることがある。
本論文ではこのようなスケーリングを変化させた問
題（実質同じ問題）に関して、従来の方法よりも効
率良く解を探索することを目標とする。
5 結果
本研究では複数の問題を色々なケースで実験して
みて、従来の結果と比較検証した。それらは膨大な
量になり、またその内一つを挙げたとしても有効で
ないので、数値例は本論文自体を参照されたい。
結果、当初予想していた通り、スケーリングの変化
による従来の方法の危険性については、本提案で解
決できた。
本提案の目的のひとつである、従来の分割方法の絶
対的有効性については一石を投じることが出来たの
ではないかと思う。
しかしながら、非線形方程式の問題は多岐に渡るた
め、必ずしも本提案も従来に比べて優位でないこと
も発覚した。
少しの変化、工夫で思いかげない結果を出すことの
ある分野であるので、今後も新しい分割方法が考案
されることを期待する。
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